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広
開
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王
碑
拓
本
の
新
研
究
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本
書
は
、
二
〇
一
二
年
七
月
七
日
に
お
茶
の
水
女
子
大
学
で
開
催
さ
れ
た

「
発
見
！
お
茶
の
水
女
子
大
学
の
広
開
土
王
碑
拓
本
」で
の
講
演
を
も
と
に
、

広
開
土
王
碑
拓
本
の
最
新
研
究
に
関
す
る
論
考
を
収
載
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

第
Ⅰ
部
で
は
、
広
開
土
王
碑
文
の
内
容
を
論
じ
た
武
田
幸
男
論
文
、
李
超

瓊
の
『
遼
左
日
記
』
を
手
が
か
り
に
初
期
の
墨
本
制
作
過
程
を
論
究
し
た
徐

建
新
論
文
、
拓
本
を
構
成
す
る
小
拓
紙
に
も
と
づ
き
拓
本
の
編
年
を
示
す
早

乙
女
雅
博
論
文
、
お
茶
の
水
女
子
大
本
が
一
九
三
九
年
に
購
入
さ
れ
た
と
推

定
す
る
奥
田
環
論
文
、
山
形
大
本
の
将
来
の
由
来
を
説
く
三
上
喜
孝
論
文
、

金
光
教
図
書
館
本
が
「
水
谷
旧
蔵
精
拓
本
」
で
あ
る
こ
と
を
解
明
し
た
稲
田

奈
津
子
論
文
が
収
載
さ
れ
る
。 

 

第
Ⅱ
部
で
は
、
小
拓
紙
の
構
成
か
ら
、
お
茶
の
水
女
子
大
本
が
九
州
大
学

図
書
館
本
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
製
作
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
早
乙
女
雅
博
・
橋
本

繁
論
文
、
着
墨
状
況
や
拓
出
文
字
な
ど
か
ら
、
お
茶
の
水
女
子
大
本
が
、
一

九
二
五
年
前
後
に
作
製
さ
れ
た
と
推
定
す
る
武
田
幸
男
論
文
、
各
種
拓
本
と

の
碑
字
の
比
較
か
ら
、
お
茶
の
水
女
子
大
本
の
作
製
時
期
を
一
九
二
〇
年
代

後
期
と
推
測
す
る
徐
建
新
論
文
が
収
載
さ
れ
、
最
後
に
、
本
書
の
ね
ら
い
を

簡
潔
に
述
べ
た
三
上
喜
孝
氏
の
総
括
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

 

以
上
が
本
書
の
概
略
で
あ
る
。
近
年
、
広
開
土
王
碑
研
究
は
以
前
と
比
べ

低
調
で
あ
っ
た
。こ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
、多
数
の
研
究
者
が
参
画
し
、

本
書
が
編
ま
れ
た
こ
と
を
ま
ず
は
喜
び
た
い
。 

 

そ
の
上
で
、
本
書
の
紹
介
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
第
一
に
、
広
開

土
王
碑
拓
本
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
が
簡
潔
か
つ
わ
か
り
や
す
く
叙
述
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
広
開
土
王
碑
拓
本
の
拓
出
時
期
・
性
格
把
握
は
困
難

か
つ
難
解
で
、
そ
れ
ゆ
え
専
門
的
な
知
識
が
求
め
ら
れ
、
専
門
的
な
叙
述
に

な
り
が
ち
で
あ
る
。
だ
が
、
本
書
で
は
そ
れ
ら
の
研
究
成
果
が
コ
ン
パ
ク
ト

に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
広
開
土
王
碑
拓
本
研
究
に
こ
れ
か
ら
着
手
し
よ
う

と
す
る
方
に
も
至
便
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

 

と
は
い
う
も
の
の
、
既
往
の
研
究
を
ふ
ま
え
た
最
新
の
研
究
成
果
も
随
所

に
示
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
徐
建
新
氏
の
新
出
史
料
『
遼
左
日
記
』
に
も
と

づ
く
研
究
は
、
初
期
墨
本
作
成
過
程
を
解
明
す
る
上
で
重
要
で
、
研
究
に
裨

益
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。
こ
う
し
た
最
新
の
研
究
が
提
示
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
、
本
書
の
第
二
の
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
よ
う
。 

 

第
三
は
、
近
代
日
本
の
ア
ジ
ア
認
識
を
も
射
程
に
入
れ
た
広
開
土
王
碑
拓

本
研
究
の
重
要
性
を
高
唱
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
石
灰
拓
本
の
作
製
時
期

な
ど
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
日
本
へ
の
将
来
過
程
と
そ
の
意
義
を
論
じ
た
も
の
は
あ
ま
り
な
か
っ
た

よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
拓
本
の
将
来
は
近
代
日
本
の
朝
鮮
・「
満
州
」
観
と
も

分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
お
り
、
そ
れ
の
同
時
代
的
意
義
の
追
及
は
、
近

代
日
本
に
お
け
る
広
開
土
王
碑
の
意
味
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
近
代
日
本
の
朝

鮮
・「
満
州
」
観
を
理
解
す
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。
近
年
、
近
代
日
本
の
ア

ジ
ア
認
識
・
ア
ジ
ア
史
研
究
へ
の
批
判
的
検
証
が
盛
ん
で
あ
る
が
、
拓
本
受

容
も
こ
う
し
た
課
題
を
解
明
す
る
手
が
か
り
の
一
つ
と
な
ろ
う
。
そ
う
し
た 



『史学雑誌』第 123 編 第 7号 「新刊紹介」                 2014 年 7 月 20 日発行 

 

公益財団法人史学会 編集・発行 

©Shigakukai, Tokyo, 2014. 

意
味
に
お
い
て
も
、
本
書
が
、
広
開
土
王
碑
研
究
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
研 

究
進
展
の
契
機
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

 
 
 
 

（
井
上
直
樹
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